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１章 今年度業務の趣旨及び取り組み内容 

普天間飛行場跡地利用の円滑化に向けた地権者等関係者の合意形成に向けた

取り組みは、平成 13年度より継続的に実施してきており、その主な成果として、

「普天間飛行場の跡地を考える若手の会（以下 若手の会）」の組織化、提言組

織としての発展や、市民勉強会組織「ねたてのまちベースミーティング(以下 Ｎ

Ｂミーティング)」の組織化があげられる。合わせて、広く地権者への情報提供、

意見交換の取り組み等についても実施してきたことにより、持続的に合意形成

活動を推進していく上での基礎が築き上げられたといえる。 

普天間飛行場跡地利用計画策定については、平成 18 年度に策定された「普天

間飛行場跡地利用計画の策定に向けた行動計画（以下 行動計画）」において、

今後「計画の前提条件の整理分析」→「計画方針の取りまとめ」→「計画内容

の具体化」→「跡地利用計画策定」といった流れで分野別計画及び全体計画づ

くりが進められていくことが示されている。しかし、返還時期が明確になって

いないことから、計画策定の具体的時期は明示されていない。 

一方で、行動計画に示される８つの分野について、上記流れに基づく取り組み

を実施する必要性があることを考慮すると、計画策定までには一定期間を要す

るものと考えられる。合意形成の体制についても、若手の会が実質４年程度の

活動を経てここまで発展してきたこと等を考慮すると、市民側の検討組織「Ｎ

Ｂミーティング」を機能させ、地権者・市民等の連携による合意形成の体制を

つくりあげていく上では、一定期間を要するものと考えられる。 

 

 

◆こうした中、今年度においては、今後２ヵ年程度（昨年度も含めて３ヵ年程

度）で「地域連携に基づく合意形成の仕組み」を構築する上での前期期間と

して位置づけ、特に合意形成活動の中心となる下記組織についての重点対応

を実施する。 

①普天間飛行場の跡地を考える若手の会 

・個別テーマ(交通、公園)に対する意見集約及び提言と、次年度以降の望ま

しい分科会形態の明確化 

②ＮＢミーティング 

・活動体制及び持続的な活動基盤の構築 

 

◆合わせて、地権者・市民等への情報提供や、人材育成の取り組み等について

は、継続すべき事項として引き続き実施する。 
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これまでの主な取り組み成果 

 

◆「若手の会」の組織化、提言組織としての発展 

◆市民勉強会組織「ＮＢミーティング」の組織化 

 

地権者・市民双方において、合意形成に関わる中核的活動組織が形成された。 

 

◆広く地権者等への情報提供、意見交換、人材育成の取り組みを継続的に実施 

 

懇談会や情報誌等が定着するなど、合意形成活動の基礎的環境がつくられた。 

 

 

 

今後の合意形成活動の目標 

地権者・市民等の地域連携による合意形成の仕組みづくり

（３）地権者・市民に対しての情報

提供、意見交換等の取り組み 

①地権者懇談会 

②普天間飛行場跡地利用対策部会

への参加・協力 

③地権者支援情報誌「ふるさと」 

④普天間飛行場跡地利用ニュース

の作成 

⑤ホームページの情報更新 

⑥はごろも祭りにおけるＰＲ活動 

⑦まちづくり学習の取り組み支援 

⑧地権者土地条件検索システムの

作成 

（１）「若手の会」の強化に向けた取

り組み 

①定例会活動 

②先進地事例調査（視察会） 

 

（２）地域連携に基づく合意形成に向

けた体制づくりの取り組み 

①ＮＢミーティング 

②若手の会とＮＢミーティングによ

る意見交換会 

③学識者等専門家との連携方策の検

討 

（４）検討委員会の開催 ⇒各取り組みの評価・検証、合意形成活動の方向付け 

地域連携による合意形成活動の中心となる

「若手の会」、「ＮＢミーティング」について

重点対応を実施 
地権者・市民等への情報提供や、人材育成の

取り組み等については、継続すべき事項とし

て引き続き実施 

今年度の業務内容 
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【平成 13 年度以降の合意形成活動の目標と年度別成果の概要】 

年 度 平成 13 年度 平成 14 年度 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 

跡地利用に関連する 

計画策定等の流れ 

      

 

合意形成活動の 

主たる目標 

 

 

地権者・市民への情報提供、意向

把握や合意形成を確実に進められ

るような基礎的環境（人材・場・

組織）づくり 

地権者意向の重点的な把握によ

る、跡地利用基本方針等の計画策

定に向けた下地づくり 

市全体のまちづくり方針からみた

跡地の役割等の周知と、跡地利用に

対する要望・意見の収集 

跡地利用基本方針素案等に係る地

権者の意向集約を図るための環境

づくり 

跡地利用基本方針(案)の地権者等

への周知と意向集約 

次の段階を見据えた持続的な意向

醸成のための環境整備 

跡地利用基本方針の周知と、跡地

利用計画策定段階を見据えた情報

提供 

地域連携に基づく合意形成活動に

向けた市民側の体制づくり 

主な取り組みの成果 

 

 
■全体計画の周知等を皮切りに、地

権者の跡地利用に対する意向醸成

のための活動をスタートさせた。 

■若い世代のまちづくりへの参画や

若手検討組織の立ち上げ、人材育

成に向けた第一歩として、「若手地

権者等懇談会の開催」、「まちづく

り学習の準備」を行った。 

■地権者懇談会により、跡地利用へ

の思いや合意形成活動を進める上

での意向が把握された。 

■地権者意向調査により、多数の地

権者意向が把握された。（回収率

70％） 

○土地活用や位置に関する意向 

○合意形成活動に対する意向等 

■「若手地権者懇談会」については、

定例的な活動の基礎がつくられ

た。 

■各種調査事業の状況報告等を通じ

て、地権者の不安の解消に努めた。 

■懇談会、情報誌等を通じて、地権

者・市民に対し、跡地を含めた市

全体の将来像や、跡地の位置づけ

等の周知が図られた。 

■「若手地権者懇談会」から「普天

間飛行場の跡地を考える若手の

会」へ改名し、機能強化及び位置

づけの明確化が図られた。また、地

権者意向を集約した「普天間飛行場

跡地利用への私たちの考え」をとり

まとめた。 

■跡地利用基本方針素案等に対する

地権者の意向集約、意向反映の仕

組みが確立された。 

■跡地利用基本方針策定に係る指

針、基本方針(案)の段階において、

多様な手法を通じて情報提供、意

向把握を行った。 

■「跡地利用基本方針(案)を踏まえ

た若手の会の意見」がまとめられ、

基本方針へ反映された。 

■平成 13年度以降の合意形成活動の

評価・検証を行い、次のステップ

を見据えた活動の方向性を明確に

した。 

■画像資料等を用いて、跡地利用基

本方針の周知を図るとともに、跡地

利用計画策定に向けて地権者意向

の把握を行った。 

■若手の会において、個別分野（（仮）

普天間公園）についての議論を行

い、議論内容の深化及び提言組織と

しての発展が図られた。 

■地域連携に基づく合意形成活動に

向けた市民側の議論の場として、ま

ちづくりに関心を持つ各種団体職

員等から構成される「ねたてのまち

ベースミーティング」を立ち上げ

た。 

継続的に実施してきた

主な個別活動の 

実施状況 
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宜 野 湾 市 都 市 計 画 マ ス タ ー プ ラ ン 

普 天 間 飛 行 場 跡 地 利 用 基 本 方 針 

沖 縄 振 興 計 画 

情報誌ふるさと、広報誌、情報提供窓口、ホームページ等を通じた継続的な情報提供  

まちづくり学習実施に対する可能性把握 

若手地権者等懇談会の立ち上げ 

数字合同の地権者懇談会による基礎的な情報提供と意向把握 
情報提供・意向把握の継続と地権者組織の強化、 

跡地利用基本方針段階における地権者意向反映の仕組みの明確化 

地権者個別意向把握調査 

勉強会形式による 
定例的な活動展開 

学習プログラム案の作成と 
実施に向けた学校側との調整 

跡地利用に係る協議検討と 
組織としての体制の確立 

地権者意向集約のための協議検討と 

次の段階を見据えた活動方針の明確化 

モデル校での取り組み実施 

基本方針に係る地権者ハガキアンケート 

モデル校での取り組み実施 

普天間飛行場跡地利用計画の策定に

向けた行動計画 

各種団体懇談会（市内各種団体への情報提供・意見交換） 

跡地利用計画策定に関わる情報

提供と意向把握 

モデル校での取り組み実施（市

内全中学校で学習会を達成） 

市民側の議論の場となる「ねたてのま

ちベースミーティング」を立ち上げ 

個別分野（公園）についての 

勉強会及び議論の実施 


